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あ

と

が

き

昭
和
五
十
六
年
正
月
に
『
類
字
名
所
和
歌
集
本
文
篇
』
を
刊
行
し
て
か
ら
七
年
が
経
っ
た
。
そ
の
「
あ
と
が
き
」
に
記
し
た
よ
う
に
、

数
年
後
に
は
、
「
索
引
篇
」
に
初
句
・
四
勾
・
歌
枕
索
引
を
収
め
、
「
研
究
篇
」
に
『
類
字
名
所
和
歌
集
』
に
関
す
る
考
察
と
編
者
里
村

昌
琢
の
年
譜
や
連
歌
作
品
等
と
を
収
め
た
「
索
引
・
研
究
篇
」
の
公
刊
を
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
年
譜
の
作
成
に
は
、
昌
琢
の
作
品

や
関
連
資
料
の
調
査
・
検
討
は
も
と
よ
り
遺
墨
の
蒐
集
等
、
ま
だ
ま
だ
相
当
の
時
閣
を
要
す
る
の
で
、
当
初
の
考
え
を
変
更
し
て
索
引

と
研
究
と
を
分
ち
、
先
ず
は
「
索
引
篇
」
を
刊
行
す
る
と
と
に
し
た
。
そ
の
後
数
年
間
は
体
調
を
崩
し
光
と
と
も
あ
っ
て
、
本
務
の
遂

行
が
精
一
杯
で
索
引
を
纏
め
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
時
折
自
ら
が
「
索
引
篇
」
の
、
必
要
性
を
痛
感
す
る
に
つ
け
、
本
文
提
供

者
と
し
て
、
や
は
り
索
引
を
纏
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
き
た
。

共
編
者
の
谷
地
快
一
は
研
究
分
野
と
の
関
わ
り
で
、
早
く
か
ら
『
類
字
名
所
和
歌
集
』
を
高
く
評
価
し
、
昌
琢
に
も
関
心
を
持
っ
て

い
た
の
で
本
文
の
提
供
を
喜
び
、
索
引
の
刊
行
を
慾
湿
し
て
く
れ
た
一
人
で
あ
る
。
時
折
顔
を
合
わ
せ
た
際
に
は
索
引
の
と
と
も
話
題

に
な
っ
た
が
、
そ
の
都
度
消
極
的
な
返
答
を
繰
り
返
し
て
五
年
が
過
ぎ
た
。
昭
和
六
十
一
年
の
暮
、
「
索
引
作
り
を
手
伝
う
か
ら
纏
め

ま
せ
ん
か
」
と
の
申
し
出
を
受
け
た
。
臨
時
隠
は
し
た
も
の
の
、
そ
の
言
葉
に
勇
気
づ
け
ら
れ
て
「
索
引
篇
」
を
纏
め
る
気
持
ち
に
な
っ

た
。
内
容
的
に
は
前
記
の
三
つ
の
索
引
に
、
白
石
悌
三
氏
が
昭
和
四
十
七
・
八
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
国
歌
大
観
番
号
に
よ
あ
類
字
名
所
和

歌
集
索
引
』
を
収
録
す
る
と
と
で
も
意
見
が
一
致
し
た
。

昨
年
六
月
上
涜
、
福
岡
に
白
石
氏
を
訪
ね
て
「
索
引
篇
」
刊
行
の
趣
意
を
説
明
申
し
あ
げ
た
。
さ
ら
に
、
ど
高
編
の
索
引
借
用
及
ぴ

体
裁
の
改
編
を
具
申
し
、
ど
意
向
を
お
伺
い
し
た
と
と
ろ
、
有
難
く
も
ど
快
諾
を
賜
る
と
と
が
で
き
た
。
本
書
に
は
「
地
名
索
引
」
と

し
て
収
録
さ
せ
て
裁
い
た
。
そ
の
凡
例
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
ど
高
編
の
増
補
を
目
指
す
と
と
も
に
、
「
本
文
篇
」
と
全
く
同
様
の
歌

番
号
を
施
し
て
検
察
の
便
に
供
し
、
勅
撰
二
十
一
代
集
名
・
部
立
を
も
整
備
し
て
『
国
歌
大
観
』
及
び
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
両
書
で



検
索
し
得
る
よ
う
に
も
配
慮
し
た
。
ま
た
、
可
能
な
限
り
底
本
の
誤
り
や
不
十
分
な
点
の
檎
訂
に
努
め
た
。
が
、
果
し
て
白
石
氏
の
ど

意
向
と
ど
期
待
と
に
多
少
な
り
と
も
添
え
得
る
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
案
ず
る
と
と
し
き
り
で
は
あ
る
。

本
舎
の
初
句
及
び
四
句
索
引
は
谷
地
が
、
歌
枕
及
び
地
名
索
引
は
千
般
(
旧
姓
村
田
)
が
、
各
々
そ
の
礎
稿
を
作
成
し
、
相
互
に
点

検
を
し
、
疑
問
点
を
解
決
す
る
と
い
う
共
同
作
業
を
行
っ
た
。
入
念
な
作
業
を
心
掛
け
た
が
、
初
歩
的
な
間
違
い
や
不
注
意
に
よ
る
誤

り
等
が
存
す
る
か
と
も
思
う
。
諸
先
学
の
ど
叱
正
ど
教
示
を
賜
れ
れ
ば
仕
合
せ
で
あ
る
。

ま
た
、
本
書
を
編
む
に
際
し
、
初
匂
及
び
四
匂
索
引
の
草
稿
作
成
・
カ
l
ド
整
理
に
お
い
て
、
東
洋
大
学
国
文
学
科
三
年
の
岩
佐
恵

美
子
・
井
波
久
美
子
、
東
洋
大
学
短
期
大
学
日
本
文
学
科
(
当
時
二
年
)
の
木
村
由
里
子
・
三
瓶
美
奈
子
・
田
村
宏
美
・
茂
木
幸
子
の

諸
嬢
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

な
お
、
「
本
文
篇
」
の
本
文
に
翻
字
上
の
錯
誤
や
誤
植
を
発
見
し
た
。
正
に
汗
顔
の
い
た
り
で
あ
り
、
非
才
と
不
注
意
と
を
差
じ
て

訂い
最正る
後く
iとだ ζ
、さ乙
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型支
干丁 を
上ど

種
々
お
世
話
に
な
っ
た
社
員
各
氏
に
対
し
て
、
衷
心
よ
り
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
。

昭
和
六
十
三
年
八
月
八
日
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